
普段であれば自由に面会し話をすることができていましたが、
今の状況ではまったく会うことが出来ず、患者様自身も不安
や寂しさのなか治療を受けているのではないかと思います。
そんな中、病室に行くと面会が出来ない代わりに、家族写真
やメッセージが寄せられているのを目にすることがあります。
そういったご家族からの“応援”を見ていると、患者様だけ
でなく私たち医療者も励まされ、ご家族の温かみを感じられ
ます。もどかしいことがたくさんあるかと思いますが、心に
寄り添った医療の提供ができるよう試行錯誤をしていきたい
と思っています。 看護師 尾畑 衣里子

日々仕事をしていく中で多くの事を学び、新しい事が出来るように
なりました。患者様の療養生活がより良くなればという思いで実践
した事が結果に繋がると嬉しくなり、喜びを感じながら仕事をして
います。しかし分からない事もまだ沢山あるため、休日も勉強して
息抜きのため趣味に没頭したり、友人と感染予防を意識したうえで
遊ぶなどして過ごしています。また先輩にも仕事はもちろんプライ
ベートや恋愛話など日々何気ない事まで相談出来るため、今も頑
張って仕事が続けられています。これからも、この羽島市民病院の
看護師として日々精進していきたいと思います。

新人紹介

第８０号
令和２年９月発行
羽島市民病院
ふれあいプロジェクト委員会
羽島市新生町3-246
TEL058-393-0111

患者様とご家族との
つながりを支援しています

羽島市民病院ホームページより

看護師 仙石ゆりな


